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概要 

 

コミュニケーションは，他者と関係を築くために必要な行為の一つである．しかし，この

コミュニケーションを苦手とする人は多い．その理由の一つとして，コミュニケーション時

の緊張が挙げられる．ここで，自身の好みの音楽を聴取することによるリラックス効果が知

られており，我々はこの効果を用いてコミュニケーション時の緊張を緩和できるのではな

いかと考えた．しかし，一般的に音楽を聴取する際，イヤフォンやヘッドフォンなどを装着

し，外界の音を遮断してしまうため，音楽を聴取しながらのコミュニケーションは容易では

ない．このような問題を解決するために，骨伝導ヘッドフォンや分割磁界供給型骨伝導によ

る常時装着音響デバイスなどが開発され，外界の音を把握しながらも音楽を聴くことが可

能になってきた．このようなデバイスの存在から，音楽を常時楽しみながらコミュニケーシ

ョンを行うことも可能になっている． 

ここで，音楽によって人間の生理的反応や行動が変容することが知られている．このこと

から，コミュニケーションを行う際に独立した音楽の聴取をした場合，発話のスピードや，

話しやすさなどに影響が出るのではないかと考えられる．この影響を用いて，コミュニケー

ションが円滑に行えるよう操作できるのではないかと考えた． 

そこで本研究では，コミュニケーション時に個人が好みの音楽を聴取することで緊張を

緩和する手法を提案するとともに，コミュニケーション時の音楽聴取が会話に及ぼす影響

を用いたコミュニケーションの円滑化を行うシステムの実現を目的とする．そのために，音

楽を聴取しながらコミュニケーションをした場合の影響調査を行う． 

本研究では，好みの音楽を聴取しながら会話を行ってもらい，会話データの取得とアンケ

ートを回答してもらう実験を行った．その結果，主観的な側面として，音楽を聴取すること

でコミュニケーションの緊張感が緩和される傾向にあり，音楽聴取によって会話がしやす

くなることを明らかにした．また，音楽聴取をしながらのコミュニケーションにおいて，個

人の音量の感じやすさによってこれらの影響が大きく変化することを示唆した． 

また，客観的な側面としては，音楽を聴取することで，音楽を聴取しない場合と比較し発

話速度が減少すること，また音楽を聴取しない場合よりも会話の間が増加することを明ら

かにした．これらのことから，音楽を聴取することで落ち着いて会話を行うことができる可

能性があることを示唆した． 

本研究の主な貢献は以下の通りである． 

 コミュニケーション時に音楽を聴取することでコミュニケーションにおける緊張を

緩和でき，さらに音楽を聴取することで話しやすくなる傾向があることを明らかに

した． 

 コミュニケーション時に音楽を聴取することで発話速度が低下し，落ち着いて会話

を行うことができることを示唆した．   
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Abstract 

 

Communication is one of the acts necessary to build relationships with others. However, 

many people are not good at communication. One of the reasons is the tension during a 

discussion.  

The relaxation effect by listening to favorite music is known, and we thought that this effect 

could be used to alleviate the tension at the time of communication. However, communication 

while listening to music is not secure. Because generally speaking, when listening to music, 

wearing earphones, headphones, etc. will block the sound of the outside. 

To solve such problems, developed bone conduction headphones and a decoupled 

electromagnetic bone-conduction device for always available auditory interface. From the 

existence of such a device, it became possible to listen to music while grasping the sound of 

the outside world. It is also possible to communicate while enjoying music all the time. 

Music transforms human physiological responses and behaviors. Besides, music transforms 

human physiological responses and behaviors. From this, it seems that if you listen to 

independent music at the time of communication, the speed of speech, ease of speaking and 

so on may be affected. And using this influence, we thought that could operate communication 

smoothly. 

In this research, we propose a method to ease tension by listening to your favorite music at 

the time of communication and realize a system to facilitate communication using the 

influence of music listening during a discussion on a conversation. For that purpose, 

investigate the effect of communicating while listening to music. 

We experimented to have a conversation while listening to favorite music and ask them to 

answer the acquisition of the conversation data and the questionnaire. As a result, as a 

subjective aspect, listening to music alleviate tension and make it easy for conversation. Also, 

these influences change significantly depending on the feeling of individual volume. As an 

objective aspect, when listening to music, the speech speed decreases more than when not 

listening to music. Also, the interval between conversations increases more than if you do not 

listen to music. 

From these facts, we show that communication was settled by listening to music. 

The main contribution of this research is as follows. 

 You can relax tension in communication by listening to music at the time of 

communication. Moreover, it revealed that it tends to be easy to talk by listening to music. 

 We suggested that listening to music at the time of communication lowered the speech 

speed, and was able to speak calmly.   
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第１章 はじめに 

1.1. コミュニケーションにおける問題点 

コミュニケーションは，他者と関係を築くうえで必要な行為の一つである．2018 年に行

われた文部科学省の調査[1]によると，コミュニケーション能力を新卒採用時に重視する企

業は 81.6%となっており，コミュニケーション能力は現在求められている能力の一つとい

えるだろう．しかしその一方で，2017 年に JCD の行ったアンケート調査[2]によると，コ

ミュニケーションが苦手だと回答した割合は 58.0%であり，過半数の人がコミュニケーシ

ョンに対して苦手意識を持っていることがわかる．ここで，コミュニケーションにおいて苦

手だとする場面としては，「複数の人の前で発表すること」を 74.6%，「初めて会う人と話す

こと」を 63.4%の人が苦手であると回答している．これらのことから，コミュニケーション

は，特に苦手と感じる場面，状況が存在する．このようにコミュニケーションを難しくして

いる原因の一つとして，コミュニケーション時に緊張してしまうことが考えられる．実際に，

JCD の行ったアンケートでは，コミュニケーションが苦手な原因の一つがコミュニケーシ

ョン時に緊張してしまうことであると考察している． 

コミュニケーション時に緊張を伴う例として，目上の人や初対面の人と会話を行う場合，

就職での面接など失敗できない場合，また多対一で会話を行う場合など，多くの場面が考え

られる．これらの例のように，緊張を引き起こす要因を伴うコミュニケーションの場面は多

く，緊張を完全に避けることは難しい．また，近年では「コミュ障」という単語が流行して

おり，もともと上がり症だという人も多数存在する． 

緊張状態でのコミュニケーションでは，発話速度が上昇してしまう，思ってもないことを

言ってしまうなど，コミュニケーションを普段通り行うことが難しくなりうると考えられ

る．これらのことより，コミュニケーションにおいて緊張は解決すべき問題であるといえる． 

 

1.2. 音楽による緊張の緩和 

ここで，音楽を聴取することによって人間の感情や行動が変容することが知られている．

例として，音楽を聴取することによって人間の心拍が変化することや[3]，音楽から受ける

印象によって交感神経や血圧が変動すること[4]が知られている．このような音楽を聴取す

ることによる影響のうちの一つに，好みの音楽を聴取することで緊張をほぐしたり，気分を

高めたりすることが可能であることが明らかになっている[14]．また，これらの人間の感情

や行動の変容に関する研究のうちに，音楽を聴取しながらコミュニケーションを行う場合

に関しても調査がなされている[11][26]．これらの研究では，BGM が流れている環境とそ

うでない場合でのコミュニケーションの違いについての調査を行っており，その結果 BGM

を流す場合において，BGM を流さない場合よりもコミュニケーションの沈黙の量が変化す
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ることを明らかにしている．これらの結果より，音楽を聴取することでコミュニケーション

が促進できることを示唆している． 

以上のことより，自身の好みの音楽を聴取しながらコミュニケーションを行った場合，

1.1 節でふれたコミュニケ―ションにおける問題点である緊張が緩和され，さらにコミュニ

ケーションを促進することが可能ではないかと考えた．そこで本研究では，個人が音楽を聴

取することによるコミュニケーションの円滑化手法（図 1）の提案を行う．そして，実際に

この手法を用いることで緊張緩和が可能かどうかの調査を行い，提案手法の有用性を明ら

かにする． 

 

 

 

1.3. 音楽聴取とコミュニケーション 

本研究では，音楽を聴取しながらのコミュニケーションを行うことでコミュニケーショ

ンの円滑化を行うことを目的としている．ここで，他者がいるような場面で個人の音楽アー

カイブ内の音楽を楽しむ場合は，ヘッドフォンなどを利用することが一般的である．しかし，

こうしたヘッドフォンは他者に迷惑をかけることなく，ある程度大音量で音楽を楽しむこ

とができるものであるが，ヘッドフォンは耳介をふさいでしまうため，外界の音声を遮断し

てしまうという問題点がある． 

外界の音声が遮断されると，アナウンスなどで行われる重要な情報を聞きのがしてしま

ったり，歩行時に車の音を聴取できずに事故につながったりというように，不利益を伴う．

 

 

図 1 音楽を聴取することによるコミュニケーションの円滑化手法 
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また，外界の音声が聞こえないため，コミュニケーションを行うことができず，耳介が塞が

れている見た目からも他者とのコミュニケーションを遮断してしまう．このような問題を

解決するため，骨伝導ヘッドフォンや分割磁界供給型骨伝導による常時装着音響デバイス

[5]などが開発されており，外界の音を把握しながらも音楽を聴くことが可能になってきた．

これらのデバイスの利用によって，不利益を被ることなく常時個々の好む音楽を聴取する

ことが可能になったと言える．また，外界の音を聴取することが可能なイヤフォンなども発

売されており，常時個人の好む音楽を視聴しながら生活を行うことが可能となった． 

 

1.4. 独立した音楽聴取によるコミュニケーションの変化 

ここで，音楽聴取による行動や感情の変化には，音楽のもつテンポや雰囲気や音楽から受

ける印象などが影響することが知られている[4]．つまり，聴取する音楽によって行動の変

容の仕方が違うと言える．このことから，対面におけるコミュニケーションの場面で，それ

ぞれが異なる音楽を聴取しながらコミュニケーションをとる場合においても，各話者が聴

取する独立した音楽によって別々の影響を受けると考えられる．そのため，本研究で提案す

る，個人が好みの音楽を聴取しながらのコミュニケーションは，各話者が同一の音楽を聴取

した場合や音楽を聴取しない場合と比較して会話の間の取り方や，会話を行った時に受け

る印象などが変化すると考えられる．そのため，それぞれが聴取する音楽から受ける行動の

変容がコミュニケーションに及ぼす影響を加味し，個々が好む音楽を聴取しながらも円滑

なコミュニケーションを行えるようにする必要があると言える． 

ここで，音楽がコミュニケーションや発話に与える影響についても様々な研究[11][26]が

なされているものの，これらの研究は話者が同一の音楽を聴取した際の影響の調査であり，

個々が別々の音楽を聴取することがコミュニケーションに与える影響については明らかに

なっていない．また，個人の好みの音楽聴取がコミュニケーションに及ぼす影響についても

明らかでない．そのため，音楽によって話者の気持ちが高まったり，発話速度が変化したり

することはわかっているものの，相互の聴取する音楽の違いから生まれる会話の変化につ

いては明らかになっていない． 

以上のことより，本研究は，個々が独立した音楽を聴取することでコミュニケーションの

緊張を緩和する手法の提案とその有用性の検証を行うとともに，相互に音楽を聴取するこ

とによるコミュニケーションの変容の調査を行う．それによって得られたコミュニケーシ

ョンの変化に関する知見をもとに，提案手法についての考察を行う． 

本論文の構成を以下に述べる．2 章では音楽が起こす行動変容とコミュニケーション支援

についての関連研究について述べることで本論文の位置づけを明確にする．3 章，また 4 章

では，音楽の 1 要素であるテンポを聴取することによってコミュニケーションに変化がお

きるかどうかについての事前実験について説明を行う．5 章では，音楽を聴取することによ

って緊張を緩和し，コミュニケーションを促進することが可能かどうかについての実験，ま
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たその分析を行う．6 章では，音楽のテンポや調とコミュニケーションについての調査を行

う．ここでは，5 章で行った実験で聴取した音楽のテンポの違いによって発話やコミュニケ

ーションがどのように変化するのかを明らかにし，7 章では本研究の今後の展望や手法につ

いての考察を行い，8 章でまとめを行う． 
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第２章 関連研究 

2.1. コミュニケーションの支援に関する研究 

 本研究では，コミュニケーション中に音楽を聴取することで，緊張の緩和という手段を用

いて支援を行う．このようなコミュニケーションの支援に関する研究は古くから多くの研

究が行われている． 

コミュニケーションに関する研究の一つとして，松原ら[6]の研究が挙げられる．ここで

は，個人個人の会話のきっかけとなるオブジェクトを用意することで，コミュニケーション

の促進を行っている．また，松田ら[17]は，偶発的なコミュニケーションである，インフォ

ーマルコミュニケーションの促進によってオフィス内での情報共有を容易にするために，

HuNeAS というシステムを作成，評価を行っている．その結果として，コミュニケーショ

ンの開始のハードルを下げることに成功している．また，椎尾ら[37]は，偶発的なコミュニ

ケーションを行いやすくするために，オープンスペースに人が集まった場合に匂いなどの

アンビエントな表示をし，人がさらに集まりやすくするようなシステムを作成している． 

これらの研究は，コミュニケーションの開始を容易にするものであり，コミュニケーショ

ン時の支援ではない点で本研究と異なる． 

本研究で目的としている，会話中に行うコミュニケーションの支援をする研究としては，

小柴ら[36]の研究がある．これは，グループでの意思決定の場面において，各自の持つ知識

や専門性を共有するシステムを作成し，コミュニケーションの支援を行っている．しかしこ

のシステムは，会話時の意思決定を楽にするものであり，会話自体を弾むようにするような

ものではない点で本研究と異なる． 

本研究は，コミュニケーション中の緊張をほぐすことを目的としている．そのため，これ

らの研究で開始された会話をより弾ませるという立ち位置にある． 

 

2.2. 音楽聴取が人に及ぼす影響 

2.2.1. 音楽聴取がもたらす生理的影響に関する研究 

音楽を聴取することによる人間の行動変容に関する研究は昔から行われてきた．その中

でも，音楽の聴取が生理現象に及ぼす影響に関する研究は多い． 

松井ら[12]は，音楽を聴取した際の生理反応についての実験を行っている．その結果，音

楽を聴取することで脳波に変化が起きること，音楽の刺激が姿勢の制御に有効に作用する

ことなどを明らかにしている．また，Iwanaga ら[3]は，音楽のジャンルと生理反応の関係

性についての調査を行っている．結果として，音楽の激しさと心拍数や緊張感に関連がある

ことを明らかにしている．Francesca ら[23]は，交感神経をはかる指標である皮膚コンダク
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タンス反応(CSR)が，音楽の聴取によってどのように変化するかについての調査を行ってい

る．その結果，テンポの速い音楽は遅い音楽よりも CSR が活性化されることを明らかにし

ている．また，武中ら[38]は，心拍数より少し遅いテンポを聴取することで副交感神経優位

の状態をもたらすことを明らかにしている． 

このように，音楽を聴取することで生理反応が変化することが分かっているが，Caroll ら

[4]は，音楽から受ける生理反応の変化が，音楽から受ける印象によるものかについての調

査を行っている．その結果，交感神経と血圧が音楽を聴取することで受ける印象に影響を受

けることを明らかにしている．Thomas ら[7]は，聴取する音楽のテンポが食事に及ぼす影

響を調査し，音楽のテンポによって咀嚼の回数が多くなることを明らかにしている．また，

Pia ら[28]は，音楽を聴取することが飲み物の味に影響を及ぼすことを明らかにしており，

さらに Adrian[42]も音楽聴取がワインの味に影響を及ぼすことを明らかにしている． 

これらの研究のように，音楽を聴取することで生理的な反応を変化させるという研究は

多くなされている． 

また，音楽を聴取することによる影響は，生理的な反応だけでなく，ユーザが抱く印象や

感情も変化させることが知られている．高橋ら[18]は，音楽の聴取が情動を変化させるのか

について，主観的な情動の指標である POMS を用いて調査を行っている．その結果，音楽

のジャンルと関係なく情動が変化することを明らかにしている． 

また，音楽は知能に影響を及ぼすことも知られている．E. Glenn[41]は，音楽のレッスン

を受けた子供の IQ が，微小ながらも上昇することを明らかにしている．また，Cecil ら[43]

は，ジャズを聴いた学生が，音楽を聴かない学生と比べて文章の読む速度が速まったことを

報告している．さらに，Sylvain ら[44]は，音楽のレッスンを行った子供が，行わない子供

と比べて朗読の音韻テストの結果が良くなることを明らかにしている． 

これらの研究のように，音楽を聴取することで生理的な指標が変化することや，感情が変

化することから，本研究で行うコミュニケーション時の緊張の緩和も可能であると考えら

れる．  

 

2.2.2. 音楽聴取がもたらす行動の変容に関する研究 

音楽聴取による生理現象や感情の変化のみだけでなく，さらに高次な行動の変容につい

ても調査が行われている．Warren[10]は，音楽を聴取することによるドライブ中の行動変

容に関する調査を行っている．その結果，聴取する音楽のテンポによって運転時の車の速度

が変化することを明らかにしている．また，Ayca[46]もドライブ中の音楽聴取に関する研究

を行っており，音楽を聴取することで先行車の速度変化に対する反応が速くなることを明

らかにしている． 

Bartolomei ら[19]は，筋力トレーニング中に自身の選択した音楽を聴取することは，筋力

トレーニングの効率には影響しないが，筋力トレーニングをする時間に影響を与えること
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を明らかにしている．また，Hutchinson ら[35]は，音楽を聴取しながら行う運動は，音楽

を聴取せずに行う運動よりも楽しいものであると評価することを明らかにしている．さら

に Susan ら[48]は，音楽聴取によって運動の持久力が増加することを明らかにしている．同

じように，Priscila ら[50]は，サイクリング時に好みの音楽を聴取した場合，好みでない音

楽を聴取した場合よりも運動距離が長くなることを示唆している． 

これらのように起こる行動変容は，自然に体が音楽と同期することを指す「音楽の引き込

み効果」によるものであると考えられている．実際に，長嶋ら[21]は，音楽を聴きながら動

作をする際に生まれる音楽への引き込み効果を扱った研究を行っており，リズムは人間に

同期反応を誘発しやすく，音響リズムは運動リズムを引き起こすと報告している．このよう

な引き込み効果についての研究はいくつかなされており，Dickstein ら[32]は，この音楽に

よる引き込み効果が歩行をした際に表れることを明らかにしている． 

本研究で扱うコミュニケーションにおける行動変容に関する研究に，Mellisa ら[8]の行っ

た研究がある．この研究では，音楽の聴取と発話の速さの関係について調査するために，数

秒の短い音を聞くという先行刺激を受けた直後の発話についての実験を行っている．その

結果，先行刺激のテンポに発話が影響されることが分かった． 

また，音楽による行動変容に関する研究のうち，特に音楽が消費行動に及ぼす影響につい

ての研究は盛んに行われている．例として，Ronalde ら[13]は，レストランでの BGM によ

る消費行動の変化を調査している．結果として，テンポによって飲み物の注文数や売り上げ

に影響することを明らかにしている．Ronald[49]は，買い物時の BGM のテンポによる影響

についても調査を行っており，BGM のテンポが遅い方が速い場合よりも売り上げが増加す

ることを明らかにしている．同じく Keng-Lin ら[29]は，ショッピングの際の BGM のテン

ポの違いが購買行動に及ぼす影響を調査している．その結果，レストランやスーパーマーケ

ットなどで低いテンポの BGM を流すことで店での滞在時間が増加することを明らかにし

ている．さらに，Dipiyan ら[16]は，BGM の音量の違いが商品選択に及ぼす影響を調査し

ている，その結果，低音量の場合健康食品を選ぶ傾向にあったことを明らかにしている． 

音楽による選択行動の変化に関する研究も存在する．Gorn ら[34]は，好みの音楽を流し

ながら見せたペンとそうでない音楽を流しながら見せたペンを提示した場合に，好みの音

楽が提示されたものを選ぶ傾向にあることを明らかにしている． 

また，音楽聴取によるパフォーマンスの変化についての研究も多い．Gabriela ら[9]は，

音楽のテンポと印象，音楽のテンポと空間認識能力についての実験をそれぞれ行っている．

その結果，空間認識能力がテンポや音楽の調に，印象はテンポに影響を受けることを明らか

にしている．また，Joseph ら[27]は，自然騒音が勉強や仕事のような作業のパフォーマンス

に及ぼす影響について調査した．その結果，自然騒音は穏やかな気持ちを生み出すが，音量

の変化が大きい場合は作業のパフォーマンスに対して有害であることを示唆している．

Juliane ら[30]は，BGM がタスクの速さに及ぼす影響の調査を行っている．その結果，BGM

を聴取することは記憶に悪影響を与えることを，BGM のテンポがタスクの速さに影響を与
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えることを明らかにしている．また，Ransdell ら[47]は，音楽を聴取しながら文章を書いた

場合，音楽を聴取しない場合よりもパフォーマンスが低下することを示している．さらに，

吉野ら[33]は，聴取する音楽の既知性によって知的作業に及ぼす影響についての調査を行っ

ており，結果として，既知の音楽を聴取したほうが，落ち着いてリラックスして作業を行う

ことが可能であることを明らかにしている．しかし，shih ら[45]は，聴取する音楽の歌詞の

有無がパフォーマンスに及ぼす影響を調査しており，その結果歌詞がある音楽を聴取する

と集中力や注意力が低下することを明らかにしている． 

このように，音楽を聴取することによる行動の変容について多くの研究がなされている．

本研究も，これらの研究と同じように，音楽を聴取することによるコミュニケーションの変

容を調査するものである． 

 

2.2.3. 音楽がもたらすリラックス効果に関する研究 

本研究では，会話時に音楽を聴取することでコミュニケーション時の緊張を緩和する手

法を提案するものであるが，音楽を聴取することでストレスなどを軽減し，リラックス効果

を与える目的のものも存在する． 

Desai ら[20]は，音楽の持つ緊張緩和の効果を用いて，運動後の疲労感を解消することが

可能かどうかの実験を行っている．その結果，音楽の聴取によって疲労の回復が早まること，

テンポの遅い音楽がリラックス効果を与えることを明らかにしている．また，Elise ら[22]

は，音楽のジャンルや好みによってストレスの軽減に違いがあるかどうかの調査を行って

いる．その結果，自身の選択した音楽やクラシック音楽は，へヴィメタルの音楽や何も聞か

ずに座っている場合よりも不安感などの負の感情が減り，リラックスが可能であることを

明らかにしている．また大谷[31]は，音楽を用いて怒りの感情の抑制が可能かどうかについ

て調査を行っている．その結果，音楽を聴取することで POMS の尺度のうち，「怒り」や

「混乱」が減少することを明らかにしている． 

これらのような，音楽によるリラックス効果を調査する研究の中でも，特に不安感につい

ての研究が多い．Darcy ら[24]は，不安感の変化が，音楽を聴取しないグループと実験協力

者が選択した音楽を聴取するグループ，またリラックス音楽を聴取するグループでどのよ

うに異なるかについて調査を行っている．その結果，音楽を聴取しないグループよりも，被

験者の好みの音楽を聴いたクループとリラックス音楽を聴取するグループどちらも不安感

が減少するということを明らかにしている．また，Clark ら[25]は，音楽療法の分野におい

て，ユーザが選択した音楽を聴取することで心理的苦痛を減少させることが可能かどうか

についての調査を行っている．その結果，痛みや疲労に関して影響はないが，不安感は減少

すると報告している．さらに，Galina ら[15]は，手術前に音楽を聴取させることで患者の不

安感が取り除けるかどうかの調査を行った．その結果，音楽を聴取したほうがしない場合よ

りも血圧や脈拍を落ち着かせることが可能であり，不安感を低減させることが可能である
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ことを明らかにしている．また，McCaffrey ら[40]は，高齢者の腰や膝の手術後の痛みや混

乱を音楽の聴取によって軽減することが可能であると報告している． 

これらの研究のように，音楽療法や，ユーザの負担の軽減のために音楽が気分に及ぼす影

響についての調査を行っている研究は多数ある．本研究もこれらの研究と同じように音楽

によるリラックス効果を目的としているが，不安感ではなくコミュニケーション時におこ

る緊張を緩和するという点でこれらの研究と異なる． 

また，ここまでにとりあげた研究は，音楽を聴取することによる不安感の減少についての

調査を行っているが，Walworth ら[14]は，クラシック音楽と自身の好む音楽をそれぞれ聴

取した場合の不安の軽減についての調査を行っている．その結果，自身の好む音楽の方が不

安感を軽減することが可能であることを明らかにしている． 

ここで挙げたすべての研究から，人は音楽によって行動や感情が変容することが分かる．

つまり，音楽を聴取しながらのコミュニケーションにおいても，音楽が何らかの影響を及ぼ

すと考えられる．本研究も，これまで触れてきた研究と同じく，音楽を聴取することによる

行動変容についての調査を行うとともに，さらに相互の音楽アーカイブを聴取しながらの

コミュニケーションの円滑化手法についての検討を行う． 
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第３章 テンポと発話の関係性に関する実験 

本研究では，音楽聴取による行動変容のうち，コミュニケーションに関わる行動変容につ

いての調査を行う．そこで本章では，発話や会話に対して音楽が影響を及ぼすかどうかにつ

いての予備実験を行った．ここでは，音楽の要素であるテンポに着目し，聴取するテンポの

違いがコミュニケーションにおいてどのような影響を与えるのか確かめる． 

 

3.1. 実験目的 

 まず，コミュニケーションで行われる発話が音楽から影響を受けるのかどうかについて

の調査を行う必要があると考えた．ここで，発話とテンポに関する実験は Mellisa ら[4]が

行っているが，この研究では非常に短い文を用いて実験を行っている．そのため，文章量が

増加した場合における影響については不明である．また，Mellisa らの研究は音楽刺激を聴

取した後の発話についてのものであり，音楽を聴取しながら行う発話に及ぼす影響は不明

であると考えられる．よって，発話が音楽から影響を受けるかどうかは明らかでないと考え

たため，これらの影響について調査を行った． 

 

3.2. 実験概要 

実験では，音楽聴取によって発話に変化が起きるかどうかを明らかにするため，メトロノ

ームの音を聴取しながら用意した文章を音読してもらうというタスクを用意した．ここで，

メトロノームでテンポのみを聴取してもらった理由としては，人が音楽から受ける影響の

要因の一つにテンポが考えられ，2 章でふれた「音楽の引き込み効果」が，音楽を聴取する

よりもテンポのみを聴取してもらった方が特に現れやすいと考えたためである． 

聞かせるメトロノームのテンポは表 1 に示したパターンの内から任意に選択した．また，

ここで選定したテンポは，本実験と同じように，人の行動とテンポの関係性について触れて

いる Warren ら[10]の研究で定義されている，高速なテンポと低速なテンポから 2 つずつ

選定した． 

また，実験で音読してもらう文章は，ある程度発話が容易であり，文章の長さが一定であ

るものとして，書籍「川島隆太教授の脳を鍛える大人の音読ドリル（2） 名作音読・記憶

テスト 60 日」に掲載されている「坊ちゃん」「吾輩は猫である」「女学生」「トロッコ」「注

文の多い料理店」の 5 作品のうちから任意に 4 種類を選定した．この文章の選定にあたっ

ては，事前に実験協力者ではない数名に音読してもらい，言い間違いが少なかったものを選

定した． 

また，音読を行ってもらう前にメトロノームの音を流しながら計算問題を解いてもらっ

た．これは，ある程度の時間テンポを聴かせることで発話に影響が出るのではないかと考え
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たためである．また，実験に慣れてもらうために，事前練習として文章を 3 つ用意し，その

文章を音読してもらった．実験協力者は男子大学生 4 名であった． 

 

 

具体的な実験の手続きは以下のとおりである． 

① 実験協力者にヘッドフォン（図 2）をつけてもらう 

② 事前練習として用意した文章を 3 つ音読してもらう 

③ 既定のテンポを再生し，その間簡単な計算問題を解いてもらう 

④ 引き続きテンポを再生し続け，文章の音読を行ってもらう．ここで，音読を開始するよ

う指示をするまでは文章が見えないようにした 

⑤ テンポと文章を任意に変更し，③～④を 4 回行う 

 

 

 

3.3. テンポと発話の関係性 

本節では，3.1.1 節で得たデータをもとに，テンポが発話に及ぼす影響について分析を行

う．分析は，発音の速度を算出して行う．具体的には，音読を終えるまでの時間を発話した

音の数で割った数値を用いた． 

表 2 は，BPM126 と 132 を高速群，60 と 68 を低速群とし，それぞれの速さの平均を実

験協力者ごとに提示したものである． 

表 1 音読実験に用いた BPM のパターン 

 1 回目 2 回目 3 回目 4 回目 

パターン 1 120 60 132 68 

パターン 2 132 68 120 60 

 

 

図 2 実験で用いたヘッドフォン(quiet comfort 35) 
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表 2 より，高速群の平均が，低速群の平均よりやや低くなっているが，実験協力者ごとに

見ると，低速群で発話スピードが速くなった実験協力者が 3 名，高速群で発話スピードが

速くなった実験協力者が 1 名であった．また，対応ありの t 検定を行ったところ，有意な差

は見られなかった． 

これより，長時間の発話では，テンポの影響を受けづらいことが分かった．しかし，この

結果は Mellisa ら[4]の結果と異なる．この理由として，テンポを聞かされた直後はテンポ

に影響を受けるものの，時間がたつにつれて聴取するテンポに慣れてきてしまい，効果が薄

くなってきてしまうのではないかと考えられる． 

また，この知見から，コミュニケーション時の発話自体にテンポの影響はないと考えられ

る．しかし，コミュニケーションには，発話だけでなく会話内容や会話の間などといった要

素も含まれる．そのため，これらの要素に音楽が影響するかどうかについても調査する必要

があると考えた． 

 

 

 

  

表 2 テンポ群ごとの発話スピード 

 高速群 低速群 

実験協力者 A 6.140 6.690 

実験協力者 B 9.020 8.636 

実験協力者 C 8.123 8.220 

実験協力者 D 7.427 7.575 

平均 7.677 7.780 
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第４章 異なるテンポ聴取時の会話に関する予備実験 

本節は，音楽を聴取することによってコミュニケーションに影響が現れるかどうかにつ

いての実験を行う．そのために，音楽を聴取しながらの会話を取得する実験を行った． 

 

4.1. 実験概要 

本実験では，音楽聴取によってコミュニケーションに変化が起きるかどうかを明らかに

するため，メトロノームの音を聴取しながら会話を行ってもらうこととした． 

ここで，メトロノームでテンポのみを聴取してもらった理由としては， 2 章でふれた「音

楽の引き込み効果」によって，音楽を聴取するよりもテンポのみを聴取した方がコミュニケ

ーションに影響を特に及ぼしやすいと考えたためである． 

今回は面識のある 2 名の会話を取得することとした．この理由としては，面識がない場

合では会話が十分に行われない可能性があると考えたためである．また，2 者間での会話を

取得した理由としては，複数人の会話だと個人の発言に偏りが現れる可能性があると考え

たためである． 

また，今回は会話を十分に行えるよう，タスクを用意し，それを実験協力者の 2 人で協力

して完了するように指示した．これは，自由会話にしてしまうとそれぞれが手さぐりで会話

を行ってしまい，会話がうまくなされないことを考慮し，実験協力者間での会話を促進する

ためである．また，ディベートなどは個々のスキルの差が大きく影響すると考えたため，採

用しなかった． 

用意したタスクは，「ディズニーキャラクターといえば」「旅行したい県といえば」「日本

人が好きな食事といえば」「ファーストフード店といえば」「東京の有名な場所といえば」の

5 つのうちから任意に選択された 1 つのテーマについて，上位 5 位を決定するというもので

ある．このテーマは，誰もが知っており，知識や経験に左右されず，一般的に話しやすいと

考えられるものを著者が作成したものであり，実際の実験の場面でテーマについての会話

が行えないようなものはなかった． 

このタスクを行っている最中には，イヤフォンを片耳に装着してもらい，メトロノームの

音を流した．聴取してもらうテンポは，表 3 に示した 4 つのパターンのうちから任意の順

番で選択した．そのうち，パターン 1 とパターン 2 に関しては，実験監督者がメトロノー

ムの始点を手動で合わせたのちに再生を行った．なお，ここでテンポはちょうど倍にならな

いよう選定した． 

また，実験に慣れてもらうため，データを取得する前に，練習フェーズを用意し，音声を

流さない状態でタスクを行ってもらった． 

 



第４章  異なるテンポ聴取時の会話に関する予備実験 

14 

 

 

具体的な実験の手順は下記のとおりである． 

① お互いに片耳にイヤフォンを装着する 

② 練習フェーズとしてタスクを指示し，1 分程度個々で考えてもらい，タスクを完了して

もらう 

③ メトロノームを既定のテンポで再生する 

④ タスクを指示し，それについて 1 分間程度個々で考えてもらう．この間，実験協力者同

士の会話は行わないよう指示した 

⑤ お互い考えた結果をもとに会話を行い，タスクを完了してもらう．ここでは流れている

音声について言及しないよう指示した 

⑥ 行ってもらうタスクと再生するテンポを任意に変更し，③～⑤を 4 回行う． 

以上の手続きを踏み，2 人ずつのペアからなる 4 つのグループ（いずれも大学生で，それ

ぞれが友人関係にある）の会話データを取得した．また実験の結果として，4 グループのそ

れぞれ 4 回の会話の 16 パターンの会話データを得た． 

 

4.2. 実験結果 

聴取するテンポの違いがコミュニケーションに与える影響の一つとして，会話のテンポ

や間の取り方が考えられる．そこで，今回は会話のうち，2 人で重複して発話を行ったタイ

ミングと間に着目した． 

図 3 は，便宜的に会話を図に表したものである．2 者間の会話において，相手の話を聞き

終わってから話し始めることが一般的だが，図 3 のように相手の発話が終了する前に発話

が行われる場合がある．今回は，図 3 のように，相手の発話に重複して発話を行った回数を

測定することとした．なお，重複して発話を行った回数のことを「重複発話回数」と定義す

る．よって，図 3 のような会話が行われた場合，重複発話回数は 2 回となる．この重複発話

が行われた回数を著者らが手動でカウントを行った． 

表 4 は各グループでの会話の内，聴取するテンポが一致する場合(表 3 におけるパターン

1，2)と一致しない場合(表 3 におけるパターン 3，4)それぞれの重複発話回数の割合を表示

したものである．重複発話回数の割合は，重複発話回数を会話時間（秒）で割ることで算出

表 3 コミュニケーション実験に用いた BPM のパターン 

 実験協力者 A 実験協力者 B 

パターン 1 112 112 

パターン 2 60 60 

パターン 3 60 112 

パターン 4 112 60 
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した．実験の結果より，テンポ一致の場合とテンポが不一致の場合の重複発話回数の割合に

おいて，対応ありの t 検定を行った結果，有意差が認められた（p < .05）． 

 

 

 

 

 
 

4.3. 考察 

分析の結果，テンポが不一致の場合，重複発話回数が有意に上昇することが明らかになっ

 

 

図 3 重複発話の定義 

表 4 時間当たりの重複発話回数 

 テンポが一致している場合 テンポが不一致の場合 

BPM 重複発話割合 BPM 重複発話割合 

グループ 1 60-60 0.008 60-112 0.035 

112-112 0.023 112-60 0.038 

グループ 2 60-60 0.060 60-112 0.096 

112-112 0.013 112-60 0.080 

グループ 3 60-60 0.029 60-112 0.067 

112-112 0.055 112-60 0.100 

グループ 4 60-60 0.010 60-112 0.034 

112-112 0.043 112-60 0.066 

平均  0.030  0.065 
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た．これは，発話時に聴取するテンポが異なることで，個人の間の取り方にずれが生じたた

めに，重複が増えたと考えられる．よって，音楽聴取をしながらのコミュニケーションが音

楽のテンポに影響を受けることがわかる． 

ここで，3.1 節の一人での音読では発話速度に関係性がなかったにもかかわらず，コミュ

ニケーションの場合では音楽のテンポに影響を受けた点であるが，これはコミュニケーシ

ョンでは一人での発話よりも認知リソースを消費するため，無意識的にテンポの影響を受

けやすくなっているためであると考えられる． 

本章によって，テンポを聴取することによってコミュニケーションに変化が起きること

が分かった．そのため，実際に音楽を聴取することでもコミュニケーションに変化が起きる

と考えられる．しかし，本章で行ったこれらの実験では，コミュニケーションに変化は見ら

れたものの，音楽を用いたコミュニケーションの円滑化についての言及がなされていない．

そのため，会話時の緊張緩和に関する新たな実験を行う必要があるため，5 章でそれらにつ

いて述べる．また，本章で行った実験から，会話時に音楽を聴取することで会話に影響が出

ることが分かった．そのことからも，実際に音楽を聴取しながらコミュニケーションをとっ

てもらい，その変化についての考察を行う必要があるといえる． 
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第５章 音楽聴取による緊張の緩和調査実験 

本章では，音楽を聴取しながらコミュニケーションを行うことで，コミュニケーションに

おける緊張を緩和し，コミュニケーションを円滑化することが可能かどうかを明らかにす

るために行った実験についての説明を行う． 

 

5.1. 実験概要 

今回行った実験では，2 者間で会話を行ってもらうこととした．ここで，2 者にした理由

としては，複数人であると一人一人の発言回数が減ってしまい，音楽による影響を見ること

ができない可能性があると考えたためである． 

実験では，4 章で行った実験と同じように，会話を十分に行えるよう，タスクを用意し，

それを実験協力者の 2 人で協力して完了するように指示した． 

用意したタスクは，「お笑い芸人といえば」「旅行したい海外の国といえば」「キャンパス

付近のおいしいお店といえば」「日本を代表する漫画といえば」の 4 つのうちから任意に選

択された 1 つのテーマについて，上位 5 位を決定するというものとした．このテーマは，，

誰もが知っており，知識や経験に左右されず，一般的に話しやすいと考えられるものを著者

が作成したものであり，実際の実験の場面でテーマについての会話が行えないようなもの

はなかった． 

タスクを行っている最中には，外界の音も聴取できるイヤフォンである XPERIA Ear Duo 

20[39]（図 4）を装着してもらった．そのうち，両者が音楽を聴取しないパターン，片方

の実験協力者に音楽を聴取してもらうパターン，両者に音楽を聴取してもらうパターンの

4 種類を用意し，任意の順番で全パターンを網羅するようにタスクを行ってもらった．こ

こで行ったパターンを表 5 に示す．なお，ここで実験協力者に聴取してもらう音楽は，実

験協力者のもつ音楽アーカイブの中で好みである音楽を選択してもらった．また，ここで

聴取してもらう音楽の音量については，著者が事前に音楽を聴取しながらコミュニケーシ

ョンを行った際に邪魔にならないと感じた音量に統一した． 

 

 

表 5 音楽聴取のパターン 

 実験協力者 A 実験協力者 B 

パターン 1 音楽を聴取する 音楽を聴取する 

パターン 2 音楽を聴取する 音楽を聴取しない 

パターン 3 音楽を聴取しない 音楽を聴取する 

パターン 4 音楽を聴取しない 音楽を聴取しない 
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具体的な実験の手順は下記のとおりである． 

① 著者が各実験協力者に音楽を流すかどうかの指示を出す．この時，お互いに相手が聴取

しているかどうかはわからないようにした． 

② ①で指示をした実験協力者が音楽の聴取を開始する 

③ タスクを指示し，それについて 1 分間程度個々で考えてもらう．この間，実験協力者同

士の会話は行わないよう指示した 

④ お互い考えた結果をもとに会話を行い，タスクを完了してもらう．ここでは流れている

音楽について言及しないよう指示した．なお，ここで再生する音楽はリピート再生して

もらうこととした． 

⑤ タスク完了後にアンケートを行ってもらう．なお，ここで行ってもらったアンケート内

容は表 6，表 7 に示す． 

⑥ タスクのテーマと再生する楽曲，また聴取パターンを任意に変更し，①～⑤の手順をす

べての聴取パターンを完了するまで行ってもらう 

以上の手続きを踏み，2 人ずつのペアからなる 7 つのグループ（いずれも大学生で，それ

ぞれが友人関係にある）の会話データを取得した．また実験の結果として，7 グループのそ

れぞれ 4 回の会話の 28 パターンの会話データを得た． 

 

 

 

   

図 4 実験に用いたイヤフォン(XPERIA Ear Duo 20) 
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5.2. アンケート結果の分析 

 本節では，4.1 節で行った実験で得たアンケート結果の分析を行っていく． 

 

5.2.1. 音楽による緊張度合いの変化 

 本研究では，コミュニケーションの円滑化を目的としている．そのために，まず音楽を聴

取することで緊張が緩和されたかどうかについての分析を行う．表 8 は，アンケート内容

における「会話時にどの程度緊張したか」の結果を，音楽を聴取した場合の平均としていな

い場合の平均それぞれを表示したものである．また音楽を聴取した場合としていない場合

で緊張していない方をピンク色で表示している．なお，表の値が高いほど緊張しなかったこ

とを示している． 

 

 

表 6 音楽を聴取した場合のアンケート内容 

質問内容 回答方法 

聴取した音楽とアーティスト名 自由記述 

会話時にどの程度緊張したか 0:とても緊張した~5:緊張しなかった 

相手によって会話がしやすかったか 0:会話しにくかった~5:会話しやすかった 

音楽によって会話がしやすかったか 0:会話しにくかった~5:会話しやすかった 

音楽は気になりましたか 0:気にならなかった~5:気になった 

不快感はありますか 0:ない～5:不快に感じた 

疲労感はありますか 1:ない～5:疲労を感じた 

感想 自由記述 

 

表 7 音楽を聴取しない場合のアンケート内容 

質問内容 回答方法 

聴取した音楽とアーティスト名 自由記述 

会話時にどの程度緊張したか 0:とても緊張した~5:緊張しなかった 

相手によって会話がしやすかったか 0:会話しにくかった~5:会話しやすかった 

不快感はありますか 0:ない～5:不快に感じた 

疲労感はありますか 1:ない～5:疲労を感じた 

感想 自由記述 
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表 8 より，音楽を聴取した場合の方の平均が，音楽を聴取していない場合の平均よりも

高いことが分かる．また，音楽を聴取した場合の方が緊張しなかった人は 8 人であり，聴取

しない場合の方が緊張しなかった人は 4 人であり，どちらも緊張しなかった人は 2 人であ

った．また，このデータについて対応ありの t 検定を行ったところ，有意差は現れなかった

(p=.27)．また，これらのデータをもとに，効果量を算出した結果，d=0.26 であった． 

また，表 9 は各グループで両者が音楽を聴取した場合と両者が音楽を聴取しないそれぞ

れの場合において，両者の緊張度合いの平均を表示したものである．なお，ここではより緊

張しなかった方をピンク色で表示した．表 9 より，7 グループ中 4 グループで両者が音楽を

聴取した場合に緊張が緩和され，音楽を聴取しない方が緊張したグループは 1 グループの

みであった．なお，この結果について対応ありの t 検定を行ったところ，有意差は現れなか

った．(p=.22) 

音楽を聴取することで，表 8 では全実験協力者の過半数，また表 9 では全グループの過

半数の緊張を緩和することができたことが分かる．このことから，コミュニケーションにお

ける緊張は，音楽を聴取することで緩和できる傾向にあると考えられる． 

表 8 アンケート項目「どの程度緊張したか」の結果 

0:とても緊張した 5:緊張しなかった 

 音楽を聴取した場合の平均 音楽を聴取しない場合の平均 

実験協力者 A 5 4.5 

実験協力者 B 5 5 

実験協力者 C 4 3 

実験協力者 D 4.5 5 

実験協力者 E 5 5 

実験協力者 F 2.5 2 

実験協力者 G 4.5 3.5 

実験協力者 H 3 4 

実験協力者 I 5 4.5 

実験協力者 J 5 4.5 

実験協力者 K 4 2 

実験協力者 L 4.5 4 

実験協力者 M 3 4 

実験協力者 N 3.5 4 

平均 4.18 3.93 
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表 9 両者が音楽を聴取した場合と両者が音楽を聴取しない場合の緊張 

0:とても緊張した 5:緊張しなかった 

 両者が音楽を聴取した場合 両者が音楽を聴取しない場合 

グループ 1 4.5 3.5 

グループ 2 5 5 

グループ 3 5 4.5 

グループ 4 5 5 

グループ 5 5 4 

グループ 6 4.5 2.5 

グループ 7 3 4 

 

表 10 アンケート項目「音楽によって会話がしやすかったか」 

「音楽が気になったか」の結果 

0:会話しにくかった～5:会話しやすかった 

0:音楽が気にならなかった～5 音楽が気になった 

 音楽によって会話が 

しやすかったか 

音楽が気になったか 

実験協力者 A 2 3.5 

実験協力者 B 5 0 

実験協力者 C 5 1 

実験協力者 D 2 1.5 

実験協力者 E 5 0 

実験協力者 F 4.5 0 

実験協力者 G 1 5 

実験協力者 H 2 4 

実験協力者 I 4 5 

実験協力者 J 4 0 

実験協力者 K 5 0 

実験協力者 L 1.5 2 

実験協力者 M 3.5 0 

実験協力者 N 2.5 0 

平均 3.35 1.57 
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5.2.2. 音楽聴取による会話のしやすさ 

 表 10 は，「音楽を聴取することで会話がしやすかったか」の項目の各実験協力者の平均

と，「音楽が気になったか」の項目の各実験協力者の平均を示したものである．ここで，「音

楽を聴取することで会話しやすかったか」の項目が 2 以下のものを青色で，3 以上のものを

オレンジで表示した． 

 表 10 の結果のうち，「音楽によって会話がしやすかったか」の項目が 3 以上の人は 8 人

であり，2 以下の人は 5 人であった．ここで，表 10 の結果が 2 以下であった人の「音楽が

気になったか」という回答を見ると，5 人中 4 人が平均よりも音楽が気になった度合いが大

きいという結果となった．つまり，音楽が気になりすぎてしまうと会話がしづらくなってし

まうと言える．この原因として，音量の問題が考えらえる．今回は，音量をおおよそ一定に

して実験を行ったが，音楽が気になってしまった人は，今回設定した音量を大きいと感じて

しまったのではないかと考えられる．このことから，音楽を聴取しながらのコミュニケーシ

ョンを行う際は，音量の個人差を考える必要があるといえる．言い換えれば，「音楽が気に

なったか」の回答が 2 以下である，音楽が気にならなかった人の「音楽によって会話しやす

かったか」の結果を見ると，10 人中 7 人の回答が 3 以上となっている．このことから，音

楽によって会話を促進することが可能であると考えられる． 

 

5.2.3. 不快感，疲労感に関する結果 

 図 5，図 6 は，それぞれ音楽を聴取した場合と聴取しない場合の不快感，疲労感の各実験

協力者の平均を棒グラフで示したものである．ここで，横軸は評価項目，縦軸はその評価し

た人数を示している． 
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 図 5 より，音楽を聴取した場合，しない場合ともにアンケート結果で 0 を回答する人が

多いことが分かる．これは，多くの人が音楽聴取をしながらのコミュニケーションを不快に

感じないことを示している．しかし，音楽を聴取した場合のみ，アンケートで 2 と回答して

いる人が 1 人，3 と回答している人が 1 人いた．この 2 人は，実験協力者 G と H であり，

音楽が気になったと回答している．これらのことから，音楽聴取をしながらのコミュニケー

ションは不快感を与えないが，聴取する音量によっては不快に感じる場合もあるといえる．

 
図 5 アンケート項目「不快感を感じた」の回答 

 

 

 
図 6 アンケート項目「疲労感を感じた」の回答 
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また，図 6 より，音楽を聴取した場合，しない場合ともにアンケート結果で 1 を回答する

人が多いことが分かる．これは，音楽を聴取しながらコミュニケーションを行った場合であ

っても，疲労感を感じることはないことを示している． 

  

5.2.4. フィードバック 

 また，自由記述の感想に関しては，肯定的な意見と否定的な意見があった．肯定的な意見

では，「意外と聴きながら話すことができた」「自分の好きなアーティストの音楽を聴きなが

らだと自分の意見を言うことができた気がする」「音楽を聴きながらだとより話しやすいと

感じた」「軽くリラックスできた」といった意見を得ることができた．このような意見から

も，音楽聴取によって緊張を緩和する傾向があると考えることができる． 

 否定的な意見としては，「音楽を聴いていると会話がしづらかった」「思い出せない単語を

思い出そうとすると音楽が邪魔してくる感じがした」といった意見を得られた．会話がしづ

らいという点に関しては，音楽を聴取しながらのコミュニケーションに慣れていなかった

ことが考えられる．また，Joseph ら[27]の研究では，音量の上下が激しい場合，作業のパフ

ォーマンスが下がることが報告されている．よって，今回の実験で設定した音量が大きいと

感じてしまったことが考えられる． 

また，「思い出せない単語を思い出そうとすると邪魔してくる感じがした」という意見は，

実験協力者 H からの意見であった．ここで，Shih ら[45]の研究では，歌詞がある音楽を聴

取すると集中力や注意力が低下することを明らかにしている．このことから，H は歌詞が

ある音楽を聴取していたため，その歌詞や歌声が邪魔になってしまったことも原因として

考えられる．この点については，音楽の音量をより低めに設定することで邪魔にならないよ

う対応することが必要であると考えられる． 

なお，今回行った実験では，ほぼすべての実験協力者が歌詞ありの音楽を好んでいたため，

歌詞の有無についての分析を行うことができなかった．しかし，歌詞ありの音楽を聴取して

いるにもかかわらず，表 10 の結果から音楽が気にならなかった実験協力者が多く見受けら

れた．これは，注意が会話の方に向いたためと考えられる． 

この聴取する音楽の歌詞の有無がコミュニケーションに及ぼす影響についても今後さら

に調査を行っていく必要があると言える． 

 

5.3. 調査のまとめ 

 本章では，音楽を聴取しながらのコミュニケーションをする実験を行い，実験で得られた

アンケートの分析を行った．その結果，音楽聴取によって緊張が緩和される傾向にあること，

また音楽によって会話を促進することが可能であることが明らかになった．また，音楽を聴

取しながらのコミュニケーションを行う場合，聴取する音楽の音量によって大きく効果が
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変化すると考えられる．そのため，本研究では触れないが，聴取する音楽の音量についても

調査をする必要がある． 
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第６章 音楽がコミュニケーションに及ぼす影響 

 本章では，5 章で行った実験のアンケートを用いて，音楽聴取による緊張緩和や，会話の

しやすさ，また音楽聴取による疲労などについての分析を行った．本研究では，音楽聴取に

よってどのようにコミュニケーションが変化するかについての分析を行うために，本章で

は，会話の間の取り方や，発話量など，音楽聴取をしながらのコミュニケーションに表れる

内容の分析を行う． 

 

6.1. 音楽聴取による発話速度の変化 

 まず，音楽を聴取することによって，相互のコミュニケーションが活発化し，音楽を聴取

しない場合よりも発話量が変化するのではないかと考えた．そこで，コミュニケーション時

の 2 人の発話量についての分析を行う．図 7 は，コミュニケーションを行う両者が音楽を

聴取した場合と，両者が音楽を聴取していない場合それぞれの発音量を会話秒数で割った

ものをグラフで表したものである． 

 図より，今回分析に用いた全グループで，音楽を聴取しない場合の発話量が多いことが分

かる．また，発話量の平均も音楽を聴取しない場合の方が 0.7 ほど高い結果となった．この

0.7 という差は，おおよそ 1 分間で 41 音ほど多いことを表している．なお，この結果に対

して，対応ありの t 検定を行ったところ，有意差が認められた(p<.05)． 

 この結果より，音楽を聴取することによってコミュニケーションの発話速度が減少する

ことが分かった．これは，音楽を聴取することで認知リソースを割いてしまったことが原因

であると考えられる．しかし，5 章で行った不快感や疲労感に関するアンケートではほとん

どの実験協力者が不快感や疲労感はないと回答している．このことから，認知リソースによ

る影響は少ないと考えられる．また，5 章で行った緊張感に関するアンケートの結果より，

音楽を聴取することで緊張感が減少する傾向にあることを明らかにしている．このことか

ら，この発話速度の減少は，落ち着いて話すことができた可能性を示唆している． 
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6.2. 音楽聴取による間の取り方の変化 

 次に，音楽を聴取することによって，会話時の間の量に変化があるのではないかと考えた．

そこで，会話時の沈黙の量に着目し，それについての分析を行っていく．図 8 は，会話中の

2 秒以上の沈黙の回数を，会話時間で割ったものを表示したものである．なお，この計測は，

著者が手動で行った． 

図 8 より，今回分析に用いた全グループで，音楽を聴取した場合の音楽を聴取している

場合の方が会話中の沈黙の回数が多い傾向にあることが分かる．また，この結果に対して，

対応ありの t 検定を行ったところ，有意差が認められた(p<.05)．なお，図 8 に示されてい

る，音楽を聴取した場合と音楽を聴取しない場合の平均値の差は 0.009 程度であり，この数

値は，2 秒以上の沈黙が 2 分間に 1 回多くなることを示している． 

このことより，音楽を聴取することによって会話の間を多くとる傾向にあることがわか

る．この結果より，音楽を聴取することで発話速度が低下し，さらに沈黙が増加することか

ら，音楽を聴取することによって，間を長く保ちつつ，ゆっくりと落ち着いて会話ができる

ようになっていると考えられる． 

また，音楽を聴取することによって会話中の沈黙が増加しているのにも関わらず，会話の

しやすさが増加傾向にあり，さらに緊張も緩和されているという特徴が見られた．これは，

音楽を聴取することによって，会話時に起こる沈黙が気にならなくなるため起きたことで

あると考えられる．つまり，会話の沈黙が気になり焦ってしまい，結果として緊張を助長し

てしまうようなケースは珍しくないが，本研究で提案する手法によりコミュニケーション

 

 
図 7 音楽聴取の有無による会話時の発話速度 
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中に個々の音楽を聴取することによって，会話時に起こる沈黙が気にならなくなり，このよ

うな結果となったと考えられる．しかし，今回行った実験では個人の好みの音楽を聴取して

もらっている．そのため，好みでない音楽を用いた場合はこのような結果になるかは不明で

ある．この点に関しては，今後も調査を進めていく必要がある． 

 

 

 

 

 

  

 

 

図 8 音楽聴取の有無による会話時の沈黙の割合 
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第７章 今後の展望 

 本章では，5 章，6 章で得た結果をもとに自身にのみ聴取可能な音楽を用いたコミュニケ

ーションの円滑化手法の今後の展望について述べる． 

 実験によって，自身にのみ聴取可能な音楽を聴取することによって，会話時の緊張を緩和

できる傾向にあり，また会話のしやすさも上昇することから，提案手法の有用性は明らかに

なったといえる．その一方で，音楽聴取によるコミュニケーションの円滑化をより良いもの

にするために，いくつか調査する必要がある点が明らかになった． 

まず，聴取する音楽の音量についての調査である．5 章で行った実験では，著者が事前に

音楽を聴取しながらコミュニケーションを行った際に邪魔にならないと感じる音量に統一

し，それを聴取してもらったが，それでも音楽が気になってしまうと回答した実験協力者が

数人見受けられた．そのため，万人が聴取しても邪魔にならず，コミュニケーションを十分

に行えるような音量を明らかにする必要があるといえる． 

また，今回の結果から，音楽を聴取することでコミュニケーションの緊張が緩和され，さ

らに話しやすくなることが明らかになったが，音楽を聴取することの問題点に関する研究

もいくつかなされている[27][30][45][47]．これらの研究では，音楽聴取による記憶力や注

意力，作業のパフォーマンスなどが低下することが報告されている．これらの結果は単純作

業の効率やテストの効率などをタスクとしたときのものであり，音楽聴取時のコミュニケ

ーションに関する影響とは異なるが，本手法を用いた場合にも起こりうる可能性がある．そ

のため，提案手法を用いることによる記憶力や注意力の減少が起こるのかどうかについて

の検証も行っていく必要がある． 

以上のことを明らかにすることで，会話を阻害せずに緊張の緩和を行うことが可能にな

ると考えられる． 

 さらに，聴取する音楽の種類に関する調査も必要であると言える．3 章で行った実験から，

聴取する音楽のテンポによってコミュニケーションの間の取り方が変化することが明らか

になっている．しかし，実際の音楽で行った場合や，詳細な変化は明らかでない．なお，今

回 5 章で行った実験で聴取してもらった音楽は，全員が同程度のテンポとなってしまって

おり，詳細な分析を行うことができなかった． 

これを明らかにすることで考えられる応用例として，その場に合った音楽を推薦するよ

うなシステムを作成することができる．具体的には，盛り上がらない際には会話の間が少な

くなるような選曲を，一方で会話が白熱しすぎてしまう場合はお互いが落ちつくような選

曲を行うことで，会話をある程度操作することが可能な選曲システムが考えられる．システ

ムの仕組みとして，会話を検知し，その盛り上がり具合をシステムが判断し，適した選曲を

行うというものが考えられる．システム例は図 9 のとおりである． 
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図 9 会話支援選曲システム 
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第８章 まとめ 

 本研究では，音楽のもつリラックス効果を用いて，個々が独立して音楽を聴取しながらコ

ミュニケーションをはかるという緊張緩和手法の提案を行い，実験によってその有用性と，

音楽聴取がコミュニケーションに及ぼす影響についての調査を行った． 

 実験として，2 者がそれぞれ自身にしか聞こえない音楽を聴取しながら会話を行ってもら

い，アンケートを行った．アンケート分析の結果，音楽を聴取することによってコミュニケ

ーション時の緊張が緩和され，さらに会話がしやすくなる傾向にあることを明らかにした． 

また，音楽を聴取することによって，会話時の発和速度が減少すること，さらに音楽を聴

取することによって会話の間が増加することを明らかにし，これらのことから音楽を聴取

しながら会話を行うことで落ち着きながら会話ができることを示唆した． 

今後の課題として，本研究では，好みの音楽を用いて実験を行ったが，好みでない音楽を

用いた場合の影響は不明である．よって，この点に関しては調査を行う必要がある．また，

実験時に聴取する音楽の音量によって音楽の及ぼす影響が悪く出る場合も見られたことよ

り，コミュニケーション時の適切な音量についても検証を行う必要があると言える．さらに，

歌詞のある音楽の影響によって，思い出せない単語が現れるといったコメントを得たこと

から，聴取する音楽の種類による分析も行っていく必要がある． 

このように，今後調査すべきことは多いものの，本研究によって，音楽を聴取しながらコ

ミュニケーションを行うことは悪いことばかりでないことが明らかになった． 

現在では，イヤフォンやヘッドフォンを装着し，音楽を聴取しながらコミュニケーション

を行うことは会話相手に失礼にあたると考えられる場合が多く，一般的ではない．しかし，

本研究によって，音楽を聴取しながらコミュニケーションを行うことが一般に普及してい

く事を願っている． 
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